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算数Ｂ１ 事象の数学的解釈と根拠の説明（平行四辺形の性質）
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１．出題の趣旨

日常の事象の解決に，図形の知識及び技能を活用して，事柄を判断したり，判断したこ

とを表現したりすることができるかどうかをみる。

・図形の約束や性質を振り返り，図形を構成できる場合における辺の組み合わせを理解し

ていること。

・図形の約束や性質に基づいて，作図ができることを理解していること。

・日常の事象を図形として捉え，図形の約束や性質を用いて事象を解釈したり説明したり

すること。

本問題では，図形の性質を基に，日常の事象を解釈したり説明したりする場面を設定した。

設問(2)は，平成26年度【小学校】算数Ａ６（正答率52.1％）において，「作図をする際に

用いられる，平行四辺形の性質を判断すること」に課題が見られたことから，「作図の意味を

理解すること」の定着状況をみるために出題している。

設問(3)は，「４年間のまとめ【小学校編】」において，「問題解決の根拠となる図形の性質

を判断すること」が課題とされており，これに関連した設問である。

２．解説

設問(1)

趣旨

平行四辺形の性質を基に，平行四辺形を構成することができる辺の組み合わせを理解し

ているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第４学年〕 Ｃ 図形

(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，図形の構成要素及びそれらの位

置関係に着目し，図形についての理解を深める。

イ 平行四辺形，ひし形，台形について知ること。

■評価の観点

数量や図形についての知識・理解

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ (1) １ １ と解答しているもの（４cm，４cm，４cm，７cm）

２ ２ と解答しているもの（４cm，５cm，７cm，７cm）

３ ３ と解答しているもの（４cm，５cm，６cm，７cm）

４ ４ と解答しているもの（４cm，４cm，７cm，７cm） ◎

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

平行四辺形の，「向かい合った２組の辺の長さがそれぞれ等しい」という性質に基づいて，

二組の辺の長さが等しい辺の組み合わせである，「４」を選択する。
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（参考）

○関連する問題

・平成22年度【小学校】算数Ａ７（正答率76.3％）

方眼紙上で，３点が与えられた平行四辺形の残りの点の位置を選ぶ。

（参照）「平成22年度【小学校】解説資料」P.38～P.40

「平成22年度【小学校】報告書」P.168～P.169

設問(2)

趣旨

平行四辺形の作図の方法に用いられる図形の約束や性質を理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第４学年〕 Ｃ 図形

(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，図形の構成要素及びそれらの位

置関係に着目し，図形についての理解を深める。

ア 直線の平行や垂直の関係について理解すること。

イ 平行四辺形，ひし形，台形について知ること。

■評価の観点

数量や図形についての知識・理解

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ (2) １ ㋐ と解答しているもの（向かい合った２組の辺がそれぞれ平行である。） ◎

２ ㋑ と解答しているもの（向かい合った２組の角の大きさがそれぞれ等しい｡)

３ ㋒ と解答しているもの（向かい合った２組の辺の長さがそれぞれ等しい。）

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

本問題にある三角定規を使ったかき方は，三角定規を移動して平行な直線をかいている

ことから，平行四辺形の「向かい合った２組の辺がそれぞれ平行である」という特徴を用

いていると判断し，㋐を選択する。

（参考）

○関連する問題

・平成26年度【小学校】算数Ａ６（正答率52.1％）

コンパスを使った平行四辺形のかき方について，用いられている平行四辺形の特徴を

選ぶ。

（参照）「平成26年度【小学校】解説資料」P.34～P.35

「平成26年度【小学校】報告書」P.46～P.47

「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.16
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設問(3)

趣旨

示された二組の道のりが等しくなる根拠として，図形を見いだし，その図形の性質を言

葉と記号を用いて記述できるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第４学年〕 Ｃ 図形

(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，図形の構成要素及びそれらの位

置関係に着目し，図形についての理解を深める。

ア 直線の平行や垂直の関係について理解すること。

イ 平行四辺形，ひし形，台形について知ること。

■評価の観点

数学的な考え方

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ (3) （正答の条件）

次の①，②の全てを書いている。

① 地図には平行四辺形（ＥＦＧＨ）があること

② 「向かい合った２組の辺の長さがそれぞれ等しい」という特徴があること

（正答例）

・地図には平行四辺形ＥＦＧＨがあります。

平行四辺形には，向かい合った２組の辺の長さがそれぞれ等しいという特ちょう

があります。

１ ①，②の全てを書いているもの ◎

２ ①，②を書いていて，②以外の平行四辺形の特徴も書いているもの

３ ①を書いていて，②以外の平行四辺形の特徴を書いているもの

４ ①を書いているもの

５ ②を書いているもの

６ ②を書いていて，②以外の平行四辺形の特徴も書いているもの

７ ②以外の平行四辺形の特徴を書いているもの

８ 地図から平行四辺形以外の図形を見いだして書いているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答
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■正答について

示された地図の道路の関係を基に，例えば，次のように，ひろしさんが家から店まで行

く際の二組の道のりが同じ長さになることを判断した理由を考える。

◇示された地図から，平行四辺形ＥＦＧＨを捉える。

◇平行四辺形の，「向かい合った２組の辺の長さがそれぞれ等しい」という特徴を基にする

と，ＥＦとＨＧ，ＥＨとＦＧの長さがそれぞれ等しくなることを捉える。

◇それぞれ同じ長さを合わせていることから，二組の道のりは等しくなると判断する。

本問題では，示された二組の道のりが等しくなる理由として，地図から平行四辺形を見

いだし，そのときの図形の性質を言葉や記号を用いて記述することを求めている。ここで

は，(a)地図から辺の関係に注目して平行四辺形を見いだすこと，(b)向かい合った二組の

辺の長さがそれぞれ等しくなる特徴を基にすると，道のりが等しくなること，の二つの事

柄を書くことが必要である。

・次の①，②の全てを書いているものを正答（◎）とする。

① 地図には平行四辺形（ＥＦＧＨ）があること

② 「向かい合った２組の辺の長さがそれぞれ等しい」という特徴があること

■誤答について

[例] 地図にある四つの交差点を直線で結ぶと，平行四辺形ＥＦＧＨが見つかります。平行四

辺形には，向かい合った２組の辺がそれぞれ平行であるという特ちょうがあります。

（解答類型３）

道のりが同じであることを説明するために用いる図形の性質を，適切に示していない。

（参考）
○関連する問題

・平成19年度【小学校】算数Ｂ５(1)（正答率71.4％）

２地点間を往復する際，行きに通った道を通らず，行きと同じ道のりとなる帰りの経

路をかく。

（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.34～P.35，P.138～P.139

「平成19年度【小学校】解説資料」P.54～P.59

「平成19年度【小学校】報告書」P.172～P.173
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３．学習指導に当たって

日常の事象の解決に，図形の知識及び技能を活用して，事柄を判断したり，判断したこ

とを表現したりする学習を充実する

日常生活の中には，「窓やドアが長方形でできていること」や，「直角三角形の斜辺に当た

る道のりは，他の二辺を合わせた道のりよりも近いこと」など，図形の特徴に基づいて，よ

りよく理解したり，判断したりできることが多い。算数の学習においては，このような日常

生活の事象を，算数の学習内容を用いて考察できるようにすることが大切である。それによ

り，学習内容の理解が深まったり，日常生活の問題解決に算数の学習内容を活用しようとす

る態度が育成されたりする。

そこで，次のように，日常の事象を図形の約束や性質に関連付けて考察し，図形がもって

いるよさや働きに関心をもつような指導を充実することが，今後の学習指導において重要で

ある。

① 図形の構成や作図の活動と関連付けて，図形の約束や性質についての理解を図ること

ができるようにする（対応設問：設問(1），(2)）

図形の約束や性質を理解するためには，辺の長さや角の大きさなど，図形の構成要素やそ

の関係に着目して図形を構成したり観察したりする活動を取り入れることが大切である。

指導に当たっては，観察の結果から見いだした図形の約束や性質を他の図形と比較して，

その特徴を明らかにすることが考えられる。また，条件を変えて図形を再構成する活動を取

り入れることも考えられる。

特に，作図の指導に当たっては，作図の手順を形式的に指導するのではなく，図形の特徴

と対応させて理解できるようにすることが大切である。例えば，作図が図形のどのような約

束や性質を用いているかを考え，それを基に作図をする活動が考えられる。また，作図の活

動の過程においても，図形のどのような約束や性質を用いているかについて，確かめること

も考えられる。

② 日常の事象と図形の約束や性質を関連付けて，的確に判断したり考察したりできるよ

うにする（対応設問：設問(3））

図形の性質を学習する際には，図形の約束や性質が日常生活のどのような事象に関連付け

られているかを考えることで理解を深めることができる。その際，図形の約束や性質を活用

して問題解決を図る学習を取り入れることが重要である。このことに関連して，設問(3)で

は，日常生活の事象から図形を見いだすとともに，図形の約束や性質を用いて説明すること

を出題している。

指導に当たっては，身の回りのものや地図などから図形を見いだしたり，見いだした図形

のどのような約束や性質を用いれば，日常生活の事象を解決できるか見通しを立てたりする

活動が考えられる。特に図形を見いだす際には，図形を構成する辺の関係や長さ，角に注目

し，示された情報の中から必要な情報を取り出して，一つの図形として理想化することが求

められる。そのために，幾つかの情報を提示し，問題を解決するための情報を取り出す場の

設定が必要である。
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３ 情報の選択と判断の根拠の説明（港博物館）

56

okayamaken
テキスト ボックス
学力定着状況たしかめテスト　３



okayamaken
四角形



１ 出題の趣旨

日常の事象を数理的にとらえ，次のことができるかどうかをみる。

・条件を考慮して筋道を立てて考えること。

・グラフから数量を読み取り，差を概数で見積もること。

・与えられた情報を整理したり選択したりして，筋道を立てて考え，示された判断が正

しい理由を数学的に表現すること。

与えられた条件に合うバスの発車予定時刻を調べたり，船の入港数を表す棒グラフから

数量の差を見積もったり，品物の買い方について考えたりする場面である。

この問題を解決するためには，与えられた条件に合う時刻を，筋道を立てて考えて時刻

表から選択したり，棒グラフから必要な数量を読み取って差を概数で見積もったりするこ

とが必要である。また，品物の定価や使える金額などの与えられた情報を目的に応じて整

理したり選択したりして，筋道を立てて考え，判断が正しい理由を式と言葉を使って表現

することが必要である。

なお，平成20年度調査では，Ｂ１(2)で部屋の中の示された場所に戸棚を置くことを考

える場面で，判断が正しい理由を式と言葉を使って記述する問題を出題した。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，与えられた条件に合う時刻を，筋道を立てて考え，時刻表から

選択することができるかどうかをみるものである。

設問(2) この問題は，棒グラフから必要な数量を読み取り，差を概数で見積もること

ができるかどうかをみるものである。

設問(3) この問題は，与えられた情報を整理したり選択したりして，筋道を立てて考

え，示された判断が正しい理由を式と言葉を用いて記述できるかどうかをみる

ものである。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1) 第３学年 Ｂ 量と測定

(3) 時間について理解できるようにする。

イ 簡単な場合について，必要な時刻や時間を求めること。

設問(2) 第３学年 Ｄ 数量関係

(1) 資料を表やグラフで分かりやすく表したり，それらをよんだりする

ことができるようにする。

イ 棒グラフのよみ方及びかき方について知ること。

第４学年 Ａ 数と計算

(2) 概数について理解し，目的に応じて用いることができるようにす

る。

ア 概数が用いられる場合について知ること。

イ 四捨五入について理解すること。
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設問(3) 第３学年 Ａ 数と計算

(2) 加法及び減法の計算が確実にできるようにし，それらを適切に用い

る能力を伸ばす。

イ 加法及び減法の計算が確実にでき，それらを適切に用いること。

■評価の観点

設問(1) 数学的な考え方

設問(2) 数量や図形についての表現・処理

設問(3) 数学的な考え方

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 午前９時45分，午前９時55分

■解説

港博物館まではバスで20分かかるので，午前10時20分までに到着するために

は，午前10時までにバスに乗る必要がある。また，午前９時40分にバス停に集

合するので，午前９時40分以降に発車する予定のバスに乗ることができる。こ

れらのことから，午前９時40分から午前10時までのバスの発車予定時刻を，時

刻表から選択する。

［誤答例］ 午前９時45分

条件に合う時刻を一つだけ解答している。

設問(2) ■正答 （約）３万（せき） または （約）30000（せき）

■解説

棒グラフより，船の入港数が最も多かった年を1975年と読み取り，その年の

船の入港数を約７万隻，2005年の船の入港数を約４万隻，その差を，

７万－４万＝３万（隻）

と求める。

［誤答例］ （約）32000（せき）

一万の位までの概数で解答することを求められているにもかかわらず，千の

位までの概数を書いている。

設問(3) ■正答

（例１）ハンカチと最も安い品物を買う場合で説明する

ハンカチを買うと 500－350＝150 で，使える金額の残りは150円で

す。残りの３種類の品物の中で一番安い消しゴムは200円で，150円よ

りも高い。

だから，ハンカチを買うと，もう１種類の品物は買えない。

（例２）ハンカチともう１種類の品物の買い方３通りすべての場合で説明する

ハンカチとボールペンを買うと，合計は 350＋280＝630 で630円で

す。ハンカチとノートを買うと，合計は600円，ハンカチと消しゴム

を買うと，合計は550円です。どれも合計は，500円よりも高い。

だから，ハンカチを買うと，もう１種類の品物は買えない。
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■解説

例えば，次のような場合について，金額などの数値を大小比較して考えるこ

とができる。

◇ハンカチと残り３種類の品物の中から最も安い品物を買う場合。

◇ハンカチともう１種類の品物の買い方３通りすべての場合。

大小比較する数値は，次のようなものが考えられる。

・ハンカチを買ったときの残金と，残り３種類の品物の定価。

・使える金額と，ハンカチともう１種類の品物を買ったときの合計金額。

・次の①，②，③のすべてを書いているものを正答（◎）とする。

① ハンカチを買ったときの残金や，ハンカチともう１種類の品物を買っ

たときの合計金額

② 消しゴム（最も安い品物）を買う場合について調べる説明

③ 数値の大小比較

なお，買うことができる組み合わせが２通りであることを書き，その組み合

わせと合計金額，500円との大小比較を書いているものも，正答（◎）とす

る。

・次の(a)，(b)のような解答は，正答（○）とする。

(a) 数値の大小比較を書いていないが，ハンカチを買ったときの残金や，

ハンカチともう１種類の品物を買ったときの合計金額と，最も安い品物

を買う場合について調べる説明を書いているもの

(b) 買うことができる組み合わせが２通りであることを書き，その組み合

わせと合計金額を書いているもの

４ 学習指導に当たって

① 条件を考慮して筋道を立てて考えられるようにする

問題を解決する際には，問題場面の情報を整理し，必要な条件を考慮して，筋道を立

てて考えることが大切である。

指導に当たっては，問題場面の情報を整理して図に表したり，問題の解決に必要な条

件を書き出したりする活動を取り入れることが考えられる。また，設問(1)のように答

えが複数ある問題を取り上げ，すべての答えを見付けられなかった児童には，問題の解

決に必要な条件をすべて考慮できているかを再度考えたり，条件と照らし合わせて答え

を見直したりする場を設定することも大切である。

② 目的に応じて概数を用いることができるようにする

日常生活において，グラフなどの資料から数量を読み取ったり問題を解決したりする

場合，目的に応じて数量を概数にし，おおまかにとらえて処理することが大切である。

指導に当たっては，概数で表されたグラフから数量を読んだり，資料の傾向や特徴な

どを読み取ったりする活動を取り入れることが考えられる。また，大きな数量をグラフ

に表す際に，作成したいグラフに応じて一目盛りの大きさを考え，数量を概数にしてグ

ラフに表す活動も考えられる。
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③ 必要な情報を整理したり選択したりして，判断の正しさを説明できるようにする

判断の正しさを説明するためには，問題で問われていることや条件を考慮して，与え

られた情報を整理したり選択したりすることが大切である。また，言葉や数，式，図な

どを用いて筋道を立てて考えることも大切である。

指導に当たっては，判断の正しさを説明する場面を意図的に設定することが考えられ

る。そうした場面で，自分の説明が理由として十分であるかなどを児童が意識できるよ

うにすることが考えられる。例えば設問(3)の場合，「ハンカチを買うと 500－350＝150

で，使える金額の残りは150円だから。」と説明をしている児童には，「残りが150円だ

と，なぜ，もう１種類の品物が買えないのですか。」などと教師が問いかけて，判断の

正しさを説明するためにほかに示すべき事柄を考えたり，不十分な説明を適切な内容に

改善したりする活動を取り入れることが考えられる。

（参考）平成20年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

どの二つの戸棚を選んで置いても，ドアを開け閉

設問(3) Ｈ20 Ｂ１(2) めすると，ドアが戸棚に当たってしまうわけを書 30.3％

く

（参考）本問題に関する移行措置及び新学習指導要領の「内容」の対応

現行課程 移行措置 新課程

～平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度～

設問(1) 第３学年Ｂ(3)イ 現行課程による 現行課程による 第３学年Ｂ(3)イ

設問(2)
第３学年Ｄ(1)イ 現行課程による 現行課程による 第３学年Ｄ(3)ア

第４学年Ａ(2)アイ 現行課程による 現行課程による 第４学年Ａ(2)アイ

設問(3) 第３学年Ａ(2)イ 現行課程による 現行課程による 第３学年Ａ(2)イ
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